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多良川及び糸岐川河口干潟におけるアサリの個体群動態

ま え が き

　佐賀県太良町地先の多良川及び糸岐川河口干潟は,か
つて県内でも主要なアサリ漁場であった。両漁場で漁獲
されたアサリは「糸岐アサリ」と呼ばれ，砂抜きが不要
であることや身入りが良いことから市場での評価が高く，
高値で取引されていた。両漁場の漁獲量は,1992～1996
年には73～94tがあったが，その後は1999年の31.5tを除
き10t未満と低迷している（佐賀県有明海漁業協同組合
たら支所資料）。漁獲量が低迷している原因について漁
業者への聞き取りを行ったところ，例年，春先には一定
数の稚貝がみられるものの，成貝まで生残するものはご
くわずかということであった。
　著者らは，こうした状況を踏まえ2015年から多良川及
び糸岐川河口干潟において，アサリ資源回復に向けた調
査，研究に着手した。
　本報では，両河口干潟におけるアサリの稚貝，成貝及
び着底稚貝の生残，成長，加入について調査を行ったの
で，その結果を報告する。
　

方　　法

1. 稚貝及び成貝

　多良川河口干潟の調査点を図１に，糸岐川河口干潟
の調査点を図2に示した。稚貝及び成貝の生残,成長を把
握するため，2015年6月に行った踏査結果により，両河
口干潟の生息密度が高い各1地点を追跡調査点として定
めた。追跡調査は,多良川河口干潟では，2015年7月から
2016年6月まで，糸岐川河口干潟では，2015年6月から
2016年6月まで月1回，大潮干潮時に実施した。
　調査方法は，15㎝×15㎝×深さ5㎝の方形枠を用いて
1ヶ所あたり1～5回の坪刈りを行った後，1㎜の目合で

篩った。篩上のアサリについては，個数,全重量及び殻
長を測定し，生息密度（個/㎡），生息重量（㎏/㎡），
殻長組成を求めた。得られた殻長組成から頻度分布図を
作成し，Cassies length-frequency example1の手法をも
とに，頻度分布解析ソフト（体長コホート分析用マクロ
ver1.1）によりコホート解析を行った。
　また，直近の斃死個体と考えられる,左右両殻が揃っ
ていて，軟体部がみられないアサリ(以下，死貝)につい
ても個数，殻長を測定した。
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図1　多良川河口干潟の調査地点

図2　糸岐川河口干潟の調査地点
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2.着底稚貝

　多良川及び糸岐川河口干潟における着底稚貝の生残，
成長を把握するため，2015年11月～2016年6月にかけて
調査を行った。　　
　調査方法は，直径3㎝のプラスチックシリンジを用い
て深さ1.5㎝の採泥を各地点4回行い，それぞれ実験室へ
持ち帰った。各サンプルは,実体顕微鏡下で生貝を選別
し，個数，殻長の測定を行った。測定は原則として全数
としたが，採取個体が多い場合は，25個体までとした。

3.成長曲線の推定

　1.，2.の殻長の結果から，各コホート別の成長曲線を
推定した。

結　　　果

1.稚貝及び成貝

　多良川河口干潟の生息密度及び生息重量を図3に，糸
岐川河口干潟の生息密度及び生息重量を図4に示した。
　多良川河口域の生息密度は，2015年7月に36,178個/㎡
と最も高く，8月以降は770～1,956個/㎡と概ね横ばいで
推移した。生息重量も同様に2015年7月に13.4kg/㎡と最
も高く，8，9月には減少したが，10月～2016年3月まで
は3.9～5.1㎏/㎡で推移した。その後，2016年6月に5.6㎏/㎡
と再び増加し，調査期間をとおして2回の大きなピーク
がみられた。
　糸岐川河口域の生息密度は，2015年6月に16,711個/㎡
と最も高く，8月以降徐々に減少した後，2016年5月に
2,187個/㎡と再び増加した。生息重量も7月に9.8㎏/㎡と
最も高く，8月以降徐々に減少した後，2016年6月までに
0.4～8.2㎏/㎡の間を大きく増減した。
　多良川及び糸岐川河口干潟の殻長組成について，図
5-1，5-2に，生貝のみをコホート解析したものを図6-1，
6-2に示した。
　殻長組成について，多良川河口干潟は，2015年7月に
概ね殻長10～20㎜，9月に20㎜前後，2015年10月〜2016
年6月に概ね20～30㎜の個体の出現頻度が高く，徐々に
30㎜を超える個体の出現頻度が増加した。糸岐川河口干
潟は，2015年6，7月に概ね殻長10～20㎜，8～10月に20㎜
前後，11～12月に概ね20～30㎜，2016年3月に30㎜前後
の個数の出現頻度が高く，徐々に30㎜を超える個体の出
現頻度が増加した。4月以降は再び20㎜以下のアサリの
出現頻度が増加し，6月には30㎜以上のアサリが確認で
きなかった。

　コホートについて，多良川河口干潟では，図6-1に示
した①～③の3群に分離され，①が2014年春季以前発生
群，②が2014年秋季発生群，③が2015年春季発生群と
推定された。糸岐川河口干潟では，図6-2に示した①～
④の4群に分離され，①が2014年春季以前発生群，②が
2014年秋季発生群，③が2015年春季発生群，④が2015年
秋季発生群と推定された。
　死貝の割合について，多良川河口干潟では，2015年6
～12月までは6.6～14.0%であったが，2016年3月～4月に
は17.0～65.2％であった。5月～6月は0～10.0%であった。
糸岐川河口干潟，2015年6～12月までは0～12.1%であっ
たが，2016年3月以降は42.6～60.5%であった。
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図3　稚貝，成貝の生息密度と生息重量（多良川河口干潟）

図4　稚貝，成貝の生息密度と生息重量（糸岐川河口干潟）
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　　　　　図5-1　多良川河口干潟におけるアサリの殻長組成　
　　　　　　　 　□,生貝;■,死貝.

　　　　　図5-2　糸岐川河口干潟におけるアサリの殻長組成　
　　　　　　　 　□,生貝;■,死貝.
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図6-1　多良川河口干潟におけるアサリの殻長組成（コホート解析後）

図6-2　糸岐川河口干潟におけるアサリの殻長組成（コホート解析後）
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2.着底稚貝

　多良川及び糸岐川河口干潟における着底稚貝の生息密
度を図7，8 殻長組成を図9-1，9-2に示した。
　多良川河口干潟の生息密度は，2015年11月に2,123～
19,108個体/㎡であり，2016年2月には708～9,200個体/㎡
に減少した。糸岐川河口干潟の生息密度は，I-3で2015
年11月～12月に8,139～11,677個体/㎡であり，2016年2月
に0個体/㎡となった。その他の地点では0～3,892個体/㎡
の範囲で推移した。
　稚貝の殻長組成について，多良川河口干潟では，2015
年11月に概ね0.2～0.6㎜の範囲にあり，0.3㎜前後にピー
クがみられた。2016年2月に概ね0.3～1.4㎜の範囲であっ
た。2016年6月の稚貝の殻長は概ね0.4～0.7㎜の範囲にあ
り，0.5㎜前後にピークがみられた。糸岐川河口干潟で
は，2015年11月に概ね0.2～0.6㎜の範囲にあり，0.3㎜前
後にピークがみられた。2016年2月に0.2～2㎜の範囲に
あった。2016年6月に0.2～0.6㎜の範囲にあり，0.5㎜前
後にピークがみられた。
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図7　着底稚貝の生息密度（多良川河口干潟）

図8　着底稚貝の生息密度（糸岐川河口干潟）

2015.11.15

2015.12.11 

2016.1.13 

2016.2.7  

2016.6.7  

n=174

n=128

n=143

n=88

n=19

頻
度
（
％
）

殻長（mm）

殻長（mm）

殻長（mm）

2016.5.23 
n=97

2016.2.7  
n=26

2016.4.22  
n=29n=49

2015.11.15 

2015.12.11 
n=51

2016.6.6  
n=78

2016.1.13 
n=28

殻長（mm）

頻
度
（
％
）

図9-1　多良川河口干潟の着底稚貝の殻長組成

図9-2　糸岐川河口干潟の着底稚貝の殻長組成
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3.成長曲線の推定

　多良川及び糸岐川河口干潟の各コホートの成長曲線を
図10，11に示した。
　多良川河口域干潟の2014年春季以前発生群と推定され
る①は2015年7月に平均殻長24.4㎜，同年9月には30.5㎜
となり，その後確認できなかった。2014年秋季発生群と
推定される②は2015年7月に14.2㎜，2016年6月には31.4㎜
となった。2015年春季発生群と推定される③は2015年9
月に10.5㎜，2016年3月に15.5㎜となり，その後確認でき
なくなった。着底稚貝は，2015年秋季発生群と推定さ
れるaと2016年春季発生群と推定されるbの2群に分離さ
れた。aは，2015年11月に平均殻長0.42㎜，2016年2月に
0.73㎜となりその後確認できなかった。bは2016年6月に
確認され，0.61㎜であった。
　糸岐川河口域干潟の2014年春季以前発生群と推定さ
れる①は2015年6月に平均殻長30.4㎜，2016年5月には
39.0㎜となり，その後確認できなかった。2014年秋季発
生群と推定される②は2015年6月に14.3㎜，2016年5月に
は29.9㎜となり，その後確認できなかった。2015年春季
発生群と推定される③は2015年7月に8.5㎜，2016年6月
に21.2㎜となった。2015年秋季発生群と推定される④は
2015年4月に5.8㎜，2016年6月に12.8㎜となった。着底稚
貝は，2015年秋季発生群と推定されるaと2016年春季発
生群と推定されるbの2群に分離された。aは，2015年11
月に平均殻長0.38㎜，2016年4月に1.2㎜となり，その後
確認できなかった。bは2016年4月に0.29㎜，6月には0.51㎜
であった。
　稚貝及び成貝と着底稚貝のコホートを組み合わせると，
糸岐川河口干潟では，2015年秋季発生群と推定されるコ
ホートaが成長し，コホート④となり，その後，2014年
秋季発生群と推定されるコホート②の成長曲線を辿るも
のと推定された。多良川及び糸岐川河口干潟のアサリ資
源は秋季発生群により形成され，成長については11月に
着底したものが1年後には23～26㎜，1年5ヶ月後には約
28㎜となると推定された。

考　　察

　稚貝及び成貝の生息状況については，多良川及び糸岐
川河口干潟では2015年8月に，糸岐川河口干潟では2015
年12月から2016年3月にも大きな生息密度の減少が確認
された。この生息密度の減少要因としては，夏季にエイ
類（ナルトビエイ等）によると思われるすり鉢状の摂餌
痕とその中に破壊されたアサリの貝殻片が多数確認され

たこと，両河口干潟で被覆網を敷設した試験区はその対
照区に比べ，生息密度で3.6～3.7倍，生息重量で約4.0～
7.0倍であったことから，食害の影響が大きかったもの
と考えられた。
　加えて，2015年8月25日に佐賀県を通過した台風15号
の強風（最大風速17.7m/sec）によって散逸し，生息密
度が減少した可能性も考えられた。梅雨時期の降雨によ
る漁場の低塩分化による斃死については，6～8月に直近
の斃死個体と思われる死貝がほとんどみられず，今回は，
確認できなかった｡
　一方，冬季の減耗要因については波浪の影響が大きい2-4）

とされており,本調査でみられた密度減少要因の一つと
して波浪の可能性が考えられる。
　なお，2016年4～5月に多良川河口干潟で生息重量の急
激な減少が確認された。これは，その時期には3tのまと
まった漁獲があったためと考えられる。
　着底稚貝の密度変化について，本調査結果では，11～
12月に秋季発生群が高密度で着底し，翌年の4，5月まで
に数ミリ程度まで成長する中で，大きく減耗するものの，
アサリ資源の形成に寄与していた。このことは，同じ有
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図10　多良川河口干潟の各コホートの成長曲線

図11　糸岐川河口干潟の各コホートの成長曲線
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明海の干潟域で報告5,6されている着底稚貝の動態及び資
源の形成要因と同じ傾向であったと考えられる。
　稚貝及び成貝の成長については，本調査結果から，11
月に着底したものが1年後には23～26㎜，1年4ヶ月後に
は27～30㎜となると推定された。有明海の緑川河口干潟
におけるアサリの成長に関する報告5,6では，着底後1年
で約20㎜，1年5ヶ月で約28㎜に成長することから，多良
川及び糸岐川河口干潟のアサリの成長速度は，他の有明
海の干潟域と同程度であると考えられた。

　以上のことから多良川及び糸岐川河口干潟のアサリ資
源は，有明海の他の干潟域と同様に，秋季発生群により
形成され，成長についても同程度であった。生息密度の
減少は，夏～秋季にはエイ類による食害，冬季には波浪
による散逸による減耗の可能性が考えられた。
　ただし，本調査は概ね1年間のデータであり，年毎の
気象等の環境条件等により，調査結果等が大きく変動す
る可能性がある。このため，今後も引き続き調査を継続
し，データを蓄積する必要がある。
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